
イージーコートDX30
イージーコートRE30
透湿イージーコート

ポイント

中から外へ空気を
押し出し圧着する。

器具の金具部でシートを傷つけないよ
うに注意してください。

ゆっくり巻き出す

ポイント

貼り終わったら、水切りモップやモップなどでシート全面をしっ
かりと押えてください。

●この時、まっすぐに貼り進めるように、位置を確認してください。
●合板小口面に雨水が侵入しないように長めに折り込んでください。

ポイント ●重ねた部分もしっかり押え、密着させてください。

ポイント ●シートに張力がかかり、引っ張られた状態でないことを確認して（い
ったん張力を緩めて）貼り付けます。
●押さえつける際にシワや空気が入らないようにしてください。（シワ
やフクレなどがあると、後で剥がれてくることがあります。）
●シワや空気が入ってしまった場合にはなるべく空気を外へ押し出し、
シワ部分はよく圧着してください。
●貼り付け面に防虫処理が施されている場合はイージーコートが付き
にくいので、平板で端部を押さえて下さい。
※REのみ、3m程度巻き出した後に貼り付けてください。

ポイント
●貼り付けは下地が乾燥した状態で行ってください。
●貼り付け面に釘や木片（合板のささくれ）などの
突起がないことを確認してください。
　（シートの破れの原因になります）

ポイント ●シワが入っていないこと、曲がりなどが無いことを確認してください。
●強風や霜など環境状況により、重ね合わせが密着しにくい場合は、
養生テープを貼るなどして密着させてください。
※REのみ、伸縮性が強いので引っ張った状態で施工すると後から
縮もうとする力が働き端部から剥がれてくる可能性があり、3m程
度を目安とし、余裕を持って巻きだしてください。

保管上の注意
•現場で保管する場合は、水で濡れないように注意してください。
•直射日光・熱・湿気を避けて保管して下さい。高温にさらされると巻き出し難くなります。
•保管後6カ月以内にご使用ください。
施工時の注意
•イージーコートは床下専用ですので、床下張以外に使用しないで下さい。
•撥水コート剤など、薬剤を塗布した合板にはイージーコートを使用できません。イージーコ
ートが張り付かないことがあります。貼り付け面に薬剤を塗布する場合はイージーコートを
剥がした後に行ってください。
•本製品を施工する際はシートを引き出した後に一旦シートを引っ張る力を緩めて、合板の上
に施工してください。引っ張られた状態で貼り付けると剥がれやすくなります。
•イージーコートはしっかりと合板の全面に圧着してください。合板への圧着が不足している
と、シートが剥がれ雨水が浸入するおそれがあります。

•製品に継ぎ目が入っている場合がありますが、機能上の問題はありません。
•貼り付け面が乾いてない状態で施工された場合や合板小口などに雨水が浸入した場合、合
板にカビが生えたり、合板が乾燥する際に水染み跡が残ることがあります。
•床仕上げ材の施工前には必ずイージーコートを剥がして下さい。
•イージーコートは丁寧に剥がして下さい。合板の表面が剥がれたり、合板に粘着剤が残るこ
とがあります。透湿イージーコートの場合は合板に透湿防水フィルムが残ることがあります。
•合板の表面状態、貼り付け方や貼り付けた後の状況によっては、イージーコートを丁寧に
剥がしても、糊残りや合板の表面が剥がれる場合があります。
•透湿イージーコートは透湿機能を有しておりますので施工後合板から剥がした際に跡が残る
可能性があります。
•雨が続くなど天候状況によっては透湿イージーコートを施工した合板であっても乾燥しにく
い場合があります。
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破れた場合
必ず補修を行ってください
（シートの重ね張り）

使用中止
•気温が氷点下の時
•施工前日に雨が降った時
•施工中に雨が降った時

貼り付け面が完全に乾燥したことを確認してから
作業してください。

柱や配管廻りで使用される場合
•切り口部は強めの力で木目の凹凸に沿うように
密着させてください。
•雨で濡れやすい箇所はシートを重ねてください。
•突起部分には、立ち上がるように貼り付け、雨
水を浸入させないでください。




